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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　信号フレームに含まれる同期シーケンスから、前記信号フレームを同期させるようにな
っている受信機へ、電気通信システムの送信機によって送信される、信号フレームを同期
させるための方法であって、
　前記送信機によって実行されるように意図される同期シーケンス生成ステップ（１００
）であって、その過程において、前記同期シーケンス（ｘｉ（ｋ））がＬ個の相補シーケ
ンスの第１のバースト及び第２のバーストを連結することによって形成され、前記Ｌ個の
シーケンスの第１のバーストは、一対の相補シーケンス（（Ａ，Ｂ））の第１のＮ個のパ
ルスの相補シーケンス（Ａ）をＬ回連結することによって得られ、前記Ｌ個のシーケンス
の第２のバーストは、前記一対の相補シーケンスの第２のＮ個のパルスの相補シーケンス
（Ｂ）をＬ回連結することによって得られる、同期シーケンス生成ステップ（１００）と
、
　前記送信機によって実行されるように意図されるシーケンス重み付けステップ（２００
）であって、その過程において、前記Ｌ個のシーケンスの第１のバーストのランクｑの各
相補シーケンス（Ａ）の前記パルスに、前記受信機（ＲＣＤ）によって前もって知られて
いる一組のＩ個の重み付け符号に属するＬ個の成分の長さの重み付け符号（ＭＣｉ）のラ
ンクｑの成分が乗算され、前記Ｌ個のシーケンスの第２のバーストのランクｑの各シーケ
ンスの前記パルスに、前記重み付け符号（ＭＣｉ）のランクｑの同じ成分が乗算される、
シーケンス重み付けステップ（２００）と
を含むことを特徴とする、同期させるための方法。
【請求項２】
　前記同期シーケンス生成ステップ（１００）の過程において、
　前記第１の相補シーケンス又は前記第２の相補シーケンスのいずれかのＷビット長の巡
回拡張部によって定義される、少なくとも１つのガードインターバルが、前記同期シーケ
ンス（ｘｉ（ｋ））に含められ、
　前記少なくとも１つのガードインターバルが前記第１の相補シーケンス（Ａ）から定義
される場合には、前記少なくとも１つのガードインターバルは前記Ｌ個のシーケンスの第
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１のバーストの開始部又は終了部のいずれかに配置され、
　前記少なくとも１つのガードインターバルが前記第２の相補シーケンス（Ｂ）から定義
される場合には、前記少なくとも１つのガードインターバルは前記Ｌ個のシーケンスの第
２のバーストの開始部又は終了部のいずれかに配置される
ことを特徴とする、請求項１に記載の同期させるための方法。
【請求項３】
　２つのガードインターバル（ΔＬｅ

Ａ、ΔＲｉ
Ａ）が、前記第１の相補シーケンス（Ａ

）のＷビット長の巡回拡張部によって定義され、
　前記ガードインターバルの一方（ΔＬｅ

Ａ）は、前記Ｌ個のシーケンスの第１のバース
トの開始部に配置され、他方（ΔＲｉ

Ａ）は、前記Ｌ個のシーケンスの第１のバーストの
終了部に配置され、
　２つのガードインターバル（ΔＬｅ

Ｂ、ΔＲｉ
Ｂ）が、前記第２の相補シーケンス（Ｂ

）のＷビット長の巡回拡張部によって定義され、
　前記ガードインターバルの一方（ΔＬｅ

Ｂ）は、前記Ｌ個のシーケンスの第２のバース
トの開始部に配置され、他方（ΔＲｉ

Ｂ）は、前記Ｌ個のシーケンスの第２のバーストの
終了部に配置される
ことを特徴とする、請求項２に記載の同期させるための方法。
【請求項４】
　前記一組のＩ個の重み付け符号は、高速変換が得られる一組の直交符号であることを特
徴とする、請求項１～３のいずれか一項に記載の同期させるための方法。
【請求項５】
　各重み付け符号はアダマール符号であることを特徴とする、請求項４に記載の同期させ
るための方法。
【請求項６】
　各重み付け符号はフーリエ符号であることを特徴とする、請求項４に記載の同期させる
ための方法。
【請求項７】
　前記重み付け符号には、同じスクランブル符号が乗算されることを特徴とする、請求項
４～６のいずれか一項に記載の同期させるための方法。
【請求項８】
　前記スクランブル符号はバーカー符号であることを特徴とする、請求項７に記載の同期
させるための方法。
【請求項９】
　前記受信機は、前記信号フレームを受信するようにそれぞれ意図される少なくとも１つ
のアンテナを装備し、
　前記方法は、
　前記少なくとも１つのアンテナ（ＲＡＮＴｓ）のそれぞれについて、結果ストリーム計
算ステップ（３００ｓ）であって、
　　　その過程において、少なくとも１つの結果ストリームが、前記アンテナ（ＲＡＮＴ

ｓ）により受信中の前記信号から得られ、
　　　少なくとも１つの時間シフトサブステップ（３０１ｓ）であって、そのそれぞれの
過程において、前記受信信号の時間遅延されたバージョンが計算される、少なくとも１つ
の時間シフトサブステップ（３０１ｓ）と、
　　　少なくとも１つの第１のシーケンス相関サブステップ（３０２ｓ）であって、その
それぞれの過程において、第１の相関ストリームが、前記受信信号の前記時間遅延された
バージョンを、前記一対の相補シーケンス（Ａ，Ｂ）のうちの前記第１の相補シーケンス
（Ａ）の複製と相関させることにより計算される、少なくとも１つの第１のシーケンス相
関サブステップ（３０２ｓ）と、
　　　少なくとも１つの第２のシーケンス相関サブステップ（３０３ｓ）であって、その
それぞれの過程において、第２の相関ストリームが、前記受信信号を、前記一対の相補シ
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ーケンス（Ａ，Ｂ）のうちの前記第２の相補シーケンス（Ｂ）の複製と相関させることに
より計算される、少なくとも１つの第２のシーケンス相関サブステップ（３０３ｓ）と、
　　　少なくとも１つのストリーム合計サブステップ（３０４ｓ）であって、そのそれぞ
れの過程において、結果ストリームが、前記第１の相関ストリーム及び前記第２の相関ス
トリームから形成される、少なくとも１つのストリーム合計サブステップ（３０４ｓ）と
を含む
　結果ストリーム計算ステップ（３００ｓ）と、
　出力ストリーム計算ステップ（４００）であって、その過程において、少なくとも１つ
の出力ストリームが、前記少なくとも１つの結果ストリームのそれぞれについて得られる
、出力ストリーム計算ステップ（４００）と、
　時刻決定及び重み付け符号取り出しステップ（５００）であって、その過程において、
　　　一時刻における少なくとも１つの判定値が、前記少なくとも１つの出力ストリーム
から計算され、
　　　次に、受信中の前記信号フレームが前記時間同期される時刻（ｋｂｅｓｔ）が、前
記少なくとも１の判定値を最大にすることによって得られ、
　　　前記受信同期シーケンスによって運ばれた重み付け符号
【数１】

　　　が、前記最大の判定値から得られた前記結果ストリームの少なくとも１つの、互い
にＮ個の位置だけ隔てられたＬ個のピークから取り出され、
　　　前記少なくとも１つの結果ストリームのそれぞれの、前記Ｌ個のピークの最初のも
のは、前記信号フレームが前記時間同期される前記時刻（ｋｂｅｓｔ）に配置されている
　時刻決定及び重み付け符号取り出しステップ（５００）と
をさらに含むことを特徴とする、請求項１～８のいずれか一項に記載の同期させるための
方法。
【請求項１０】
　前記少なくとも１つの結果ストリーム計算ステップ（３００ｓ）は、
　単一の時間シフトサブステップ（３０１ｓ）であって、その過程において、前記受信信
号の時間遅延されたバージョンが計算される、単一の時間シフトサブステップ（３０１ｓ

）と、
　単一の第１のシーケンス相関サブステップ（３０２ｓ）であって、その過程において、
第１の相関ストリーム（ｙＡ，ｓ（ｋ））が、前記受信信号の前記時間遅延されたバージ
ョンを、前記一対の相補シーケンス（Ａ，Ｂ）のうちの前記第１の相補シーケンス（Ａ）
の複製と相関させることにより計算される、単一の第１のシーケンス相関サブステップ（
３０２ｓ）と、
　単一の第２のシーケンス相関サブステップ（３０３ｓ）であって、その過程において、
第２の相関ストリーム（ｙＢ，ｓ（ｋ））が、前記受信信号を、前記一対の相補シーケン
ス（Ａ，Ｂ）のうちの前記第２の相補シーケンス（Ｂ）の複製と相関させることにより計
算される、単一の第２のシーケンス相関サブステップ（３０３ｓ）と、
　単一のストリーム合計サブステップ（３０４ｓ）であって、その過程において、結果ス
トリーム（ｒｓ（ｋ））が、前記第１の相関ストリーム（ｙＡ，ｓ（ｋ））及び前記第２
の相関ストリーム（ｙＢ，ｓ（ｋ））を合計することによって形成される、単一のストリ
ーム合計サブステップ（３０４ｓ）と
を含むことを特徴とする、請求項９に記載の同期させるための方法。
【請求項１１】
　Ｍ個の周波数オフセット値が、前記受信機によって、可能な周波数ドリフトの範囲から
あらかじめ定められ、
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　前記少なくとも１つの結果ストリーム計算ステップ（３００ｓ）は、
　単一の時間シフトサブステップ（３０１ｓ）であって、その過程において、前記受信信
号の時間遅延されたバージョンが計算される、単一の時間シフトサブステップ（３０１ｓ

）と、
　単一の第１のシーケンス相関サブステップ（３０２ｓ）であって、その過程において、
第１の相関ストリーム（ｙＡ，ｓ（ｋ））が、前記受信信号の前記時間遅延されたバージ
ョンを、前記一対の相補シーケンス（Ａ，Ｂ）のうちの前記第１の相補シーケンス（Ａ）
の複製と相関させることにより計算される、単一の第１のシーケンス相関サブステップ（
３０２ｓ）と、
　単一の第２のシーケンス相関サブステップ（３０３ｓ）であって、その過程において、
第２の相関ストリーム（ｙＢ，ｓ（ｋ））が、前記受信信号を、前記一対の相補シーケン
ス（Ａ，Ｂ）のうちの前記第２の相補シーケンス（Ｂ）の複製と相関させることにより計
算される、単一の第２のシーケンス相関サブステップ（３０３ｓ）と、
　Ｍ個の粗いシーケンスごとの周波数補正サブステップ（３０５ｓ，ｍ）であって、その
それぞれの過程において、同じ相補シーケンスに関係する前記第２の相関ストリーム（ｙ

Ｂ，ｓ（ｋ））のパルスの位相が、前記Ｍ個の周波数オフセット値の１つに関係する定数
値（ΔΦｍ）だけ補正される、Ｍ個の粗いシーケンスごとの周波数補正サブステップ（３
０５ｓ，ｍ）と、
　Ｍ個のストリーム合計サブステップ（３０４ｓ，ｍ）であって、そのそれぞれの過程に
おいて、結果ストリーム（ｒｓ，ｍ（ｋ））が、前記第１の相関ストリーム（ｙＡ，ｓ（
ｋ））と、前記Ｍ個の補正された第２の相関ストリーム（ｙＢ，ｓ，ｍ（ｋ））の１つと
を合計することによって形成される、Ｍ個のストリーム合計サブステップ（３０４ｓ，ｍ

）と
を含むことを特徴とする、請求項９に記載の同期させるための方法。
【請求項１２】
　Ｍ個の周波数オフセット値が、前記受信機によって、可能な周波数ドリフトの範囲から
あらかじめ定められ、
　前記少なくとも１つの結果ストリーム計算ステップ（３００ｓ）は、
　Ｍ個の粗いパルスごとの周波数補正サブステップ（３０６ｓ，ｍ）であって、そのそれ
ぞれの過程において、前記受信信号の各パルスの位相が、前記Ｍ個の周波数オフセット値
の１つに関係付けられている傾き（Δφｍ）で線形に増加する値だけ補正される、Ｍ個の
粗いパルスごとの周波数補正サブステップ（３０６ｓ，ｍ）と、
　Ｍ個の時間シフトサブステップ（３０１ｓ，ｍ）であって、そのそれぞれの過程におい
て、前記Ｍ個の位相補正された受信信号（ｙｓ，ｍ（ｋ））の１つの時間遅延されたバー
ジョンが計算される、Ｍ個の時間シフトサブステップ（３０１ｓ，ｍ）と、
　Ｍ個の第１のシーケンス相関サブステップ（３０２ｓ，ｍ）であって、そのそれぞれの
過程において、第１の相関ストリーム（ｙＡ，ｓ，ｍ（ｋ））が、前記Ｍ個の位相補正さ
れた受信信号の１つの前記時間遅延されたバージョンを、前記一対の相補シーケンス（Ａ
，Ｂ）のうちの前記第１の相補シーケンス（Ａ）の複製と相関させることにより計算され
る、Ｍ個の第１のシーケンス相関サブステップ（３０２ｓ，ｍ）と、
　Ｍ個の第２のシーケンス相関サブステップ（３０３ｓ，ｍ）であって、そのそれぞれの
過程において、第２の相関ストリーム（ｙＢ，ｓ，ｍ（ｋ））が、前記Ｍ個の位相補正さ
れた受信信号（ｙｓ，ｍ（ｋ））の１つを、前記一対の相補シーケンス（Ａ，Ｂ）のうち
の前記第２の相補シーケンス（Ｂ）の複製と相関させることにより計算される、Ｍ個の第
２のシーケンス相関サブステップ（３０３ｓ，ｍ）と、
　Ｍ個のストリーム合計サブステップ（３０４ｓ，ｍ）であって、そのそれぞれの過程に
おいて、結果ストリーム（ｒｓ，ｍ（ｋ））が、同じ位相補正された受信信号（ｙｓ，ｍ

（ｋ））に関係する、前記Ｍ個の第１の相関ストリーム（ｙＡ，ｓ，ｍ（ｋ））の１つ及
び前記Ｍ個の第２の相関ストリーム（ｙＢ，ｓ，ｍ（ｋ））の１つから形成される、Ｍ個
のストリーム合計サブステップ（３０４ｓ，ｍ）と
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含むことを特徴とする、請求項９に記載の同期させるための方法。
【請求項１３】
　前記時刻決定及び重み付け符号取り出しステップ（５００）の過程において、判定値が
、一時刻において、前記少なくとも１つのアンテナのそれぞれから得られた前記少なくと
も１つの出力ストリームのそれぞれについて計算されることを特徴とする、請求項９～１
２のいずれか一項に記載の同期させるための方法。
【請求項１４】
　前記時刻決定及び重み付け符号取り出しステップ（５００）の過程において、
　判定値が、一時刻において、前記少なくとも１つの出力ストリームの少なくとも１つの
結合したものについて計算され、
　前記少なくとも１つの結合したもののそれぞれは、前記Ｉ個の重み付け符号の１つ、又
は、Ｍ個の周波数オフセットの１つ及び前記Ｉ個の重み付け符号の１つのいずれかに関係
付けられ、
　前記少なくとも１つの結合したもののそれぞれは、同じ重み付け符号、又は、同じ重み
付け符号及び同じ周波数値のいずれかに関係付けられる、前記少なくとも１つのアンテナ
から得られた出力ストリームのモジュールを２乗したものの合計の平方根によって定義さ
れる
ことを特徴とする、請求項９～１２のいずれか一項に記載の同期させるための方法。
【請求項１５】
　前記時刻決定及び重み付け符号取り出しステップ（５００）の過程において、
　一出力ストリームに関係する、一時刻において計算された判定値は、前記時刻において
評価された、前記出力ストリームのノルムを２乗したものであり、
　複数の出力ストリームの結合したものに関係する、一時刻において計算された判定値は
、前記時刻において評価された、前記結合された出力ストリームのノルムを２乗したもの
である
ことを特徴とする、請求項１３又は１４に記載の同期させるための方法。
【請求項１６】
　前記時刻決定及び重み付け符号取り出しステップ（５００）の過程において、
　一出力ストリームに関係する、一時刻において計算された判定値は、前記出力ストリー
ムの前記時刻におけるエネルギーを、それぞれ前記時刻の前及び後に定義される２つの時
間間隔にわたって平均化した前記出力ストリームのエネルギーによって除算した比によっ
て定義される、相関メリット係数であり、
　複数の出力ストリームの結合したものに関係する、一時刻において計算された判定値は
、前記複数の出力ストリームの結合したものの前記時刻におけるエネルギーを、それぞれ
前記時刻の前及び後に定義される２つの時間間隔にわたって平均化した前記複数の出力ス
トリームの結合したもののエネルギーによって除算した比によって定義される、相関メリ
ット係数である
ことを特徴とする、請求項１３又は１４に記載の同期させるための方法。
【請求項１７】
　前記出力ストリーム計算ステップ（４００）の過程において、
　Ｉ個の出力ストリーム（ｚｊ

ｓ，ｍ（ｋ））が、前記少なくとも１つの結果ストリーム
のそれぞれについて得られ、
　前記少なくとも１つの結果ストリームの１つに関係する前記Ｉ個の出力ストリームのそ
れぞれは、所与の時刻において、前記結果ストリームを、前記Ｉ個の重み付け符号の１つ
に関係するパルスの櫛（ｃｐｊ）と相関させることにより得られ、
　重み付け符号に関係する櫛の各パルスはＮ個の位置だけ互いに隔てられ、前記櫛の各パ
ルスは前記重み付け符号の成分によって重み付けされる
ことを特徴とする、請求項９～１６のいずれか一項に記載の同期させるための方法。
【請求項１８】
　前記一組のＩ個の重み付け符号は、高速変換が得られる一組の直交符号であり、
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　前記出力ストリーム計算ステップ（４００）の過程において、
　Ｉ個の出力ストリーム（ｚｊ

ｓ，ｍ（ｋ））が、前記少なくとも１つの結果ストリーム
のそれぞれについて得られ、
　前記少なくとも１つの結果ストリームのそれぞれに関係する前記Ｉ個の出力ストリーム
のそれぞれは、Ｎ個の位置だけ互いに隔てられた前記結果ストリームのＬ個のパルスを、
前記高速変換で処理することにより得られる
ことを特徴とする、請求項９～１６のいずれか一項に記載の同期させるための方法。
【請求項１９】
　前記出力ストリーム計算ステップ（４００）の過程において、単一の出力ストリーム（
ｚｓ，ｍ（ｋ））が、一時刻において、前記結果ストリームの、Ｎ個の位置だけ互いに隔
てられたＬ個のパルスのエネルギーの合計の平方根を計算することにより、前記少なくと
も１つの結果ストリームのそれぞれについて得られることを特徴とする、請求項９～１６
のいずれか一項に記載の同期させるための方法。
【請求項２０】
　前記Ｉ個の重み付け符号のそれぞれの第１の成分に続く（Ｌ－１）個の成分のそれぞれ
は、その第１の成分とは異なって符号化され、
　前記信号フレームは、場合によっては周波数補正され、
　前記最大の判定値から得られ、且つ、前記少なくとも１つのアンテナのそれぞれに関係
する、単一の結果ストリーム
【数２】

の互いにＮ個の位置だけ隔てられたＬ個のピークが考慮され、
　前記Ｌ個のピークの最初のものは、前記信号フレームが時間同期される前記時刻（ｋｂ

ｅｓｔ）に位置し、
　前記受信信号フレームによって運ばれた前記重み付け符号
【数３】

のランクｑの成分のソフト推定値
【数４】

が、重み付け値によって、前記少なくとも１つの単一の結果ストリームのランクｑの前記
位相回転補正及び振幅補正されたピーク
【数５】

の合計の積から得られる
ことを特徴とする、請求項１９に記載の同期させるための方法。
【請求項２１】
　ランクｑの前記少なくとも１つのピークの前記位相回転及び前記振幅は、ランクｑの前
記少なくとも１つのピークに、前記（Ｌ－１）個のピークに先行する前記ピークの複素共
役
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【数６】

を乗算することによって補正され、
　前記重み付け値は、前記少なくとも１つの単一の結果ストリームのそれぞれの前記（Ｌ
－１）個のピークに先行するピークの前記モジュールの２乗の合計の平方根であることを
特徴とする、請求項２０に記載の同期させるための方法。
【請求項２２】
　ランクｑの前記少なくとも１つのピークの前記位相回転及び前記振幅は、ランクｑの前
記少なくとも１つのピークに、前記（Ｌ－１）個のピークに先行する前記ピークの複素共
役の積を、前記Ｌ個のピークの平均エネルギーの平方根によるそのモジュールにより除算
したものを乗算することによって補正され、
　前記重み付け値は、前記少なくとも１つの単一の結果ストリームのそれぞれについて得
られた前記Ｌ個のピークの平均エネルギーの合計の平方根である
ことを特徴とする、請求項２０に記載の同期させるための方法。
【請求項２３】
　前記少なくとも１つのアンテナのそれぞれによって受信される前記信号フレームは、Ｐ
個の連続したパスを有するマルチパスチャネル上で送信され、且つ、時間同期されて場合
によっては粗く周波数補正され、
　前記時刻決定及び重み付け符号取り出しステップ（５００）において、受信信号フレー
ムの各パルスの位相は、傾き

【数７】

が、前記少なくとも１つのアンテナのそれぞれについて得られる少なくともＰ個の傾き推
定値

【数８】

の重み付け平均から得られる、前記傾きで線形に増加する値によって補正され、
　前記Ｐ個の傾き推定値のそれぞれは、前記Ｐ個のパス係数の１つの振幅を２乗したもの
の推定値によって重み付けされ、
　前記平均の前記重み付け値は、前記Ｐ個のパス係数の振幅を２乗したものの合計である
ことを特徴とする、請求項１～２２のいずれか一項に記載の同期させるための方法。
【請求項２４】
　パス係数に関係する各傾き推定値は、前記パス係数に関係するシーケンスごとの傾き推
定値
【数９】

をＮで割った比によって得られ、
　前記シーケンスごとの傾き推定値は、
　　　前記受信同期シーケンスの第１の相補シーケンスのセグメントについて第１の時刻
（ｌ）において計算された、前記パス係数に関係する第１の相関ファクタ、及び、前記受
信同期シーケンスの第２の相補シーケンスのセグメントについて第１の時刻（ｌ）におい
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て計算された、前記パス係数に関係する第２の相関ファクタの合計（Ｃｌ
Ａ，ｐ，ｓ＋Ｃ

ｌ
Ｂ，ｐ，ｓ）の位相と、

　　　前記受信同期シーケンスの第１の相補シーケンスのセグメントについて第２の時刻
（ｌ－１）において計算された、前記パス係数に関係する第１の相関ファクタ、及び、前
記受信同期シーケンスの第２の相補シーケンスのセグメントについて第２の時刻（ｌ－１
）において計算された、前記パス係数に関係する第２の相関ファクタの合計（Ｃｌ－１

Ａ

，ｐ，ｓ＋Ｃｌ－１
Ｂ，ｐ，ｓ）の位相と

　の（Ｌ－１）個の差の平均によって定義される
ことを特徴とする、請求項２３に記載の同期させるための方法。
【請求項２５】
　前記信号フレームは複数のアンテナから送信され、
　前記送信機は、同じ信号フレームを、前記アンテナのそれぞれから、わずかに異なる時
間遅延で送信する
ことを特徴とする、請求項１～２４のいずれか一項に記載の同期させるための方法。
【請求項２６】
　前記相補シーケンスはゴーレイシーケンスであることを特徴とする、請求項１～２５の
いずれか一項に記載の同期させるための方法。
【請求項２７】
　信号フレームに含まれる同期シーケンスから前記信号フレームを同期させるようになっ
ている受信機へ、前記信号フレームを送信するように意図される、電気通信システムの送
信機であって、
　前記送信機は、
　一対の相補シーケンス（Ａ，Ｂ）を生成するためのパルスジェネレータ（ＳＧＭ）と、
　前記一対の相補シーケンス（Ａ，Ｂ）からＬ個のシーケンス（Ａ）の第１のバースト及
びＬ個のシーケンス（Ｂ）の第２のバーストを生成するためのバーストクリエータ（ＢＣ
）と、
　前記Ｌ個のシーケンスの第１のバーストのランクｑの各相補シーケンス（Ａ）のパルス
に、Ｌ個の成分の長さの重み付け符号（ＭＣｉ）のランクｑの成分を乗算するとともに、
前記Ｌ個のシーケンスの第２のバーストのランクｑの各シーケンス（Ｂ）のパルスに、前
記重み付け符号（ＭＣｉ）のランクｑの同じ成分を乗算するための乗算器（ＷＧＭ）と
を含むことを特徴とする、送信機。
【請求項２８】
　前記第１の相補シーケンス又は前記第２の相補シーケンスのいずれかのＷビット長の巡
回拡張部によって定義される少なくとも１つのガードインターバルが、前記同期シーケン
ス（ｘｉ（ｋ））に含まれ、
　前記少なくとも１つのガードインターバルが前記第１の相補シーケンス（Ａ）から定義
されている場合には、前記少なくとも１つのガードインターバルは前記Ｌ個のシーケンス
の第１のバーストの開始部又は終了部のいずれかに配置され、
　前記少なくとも１つのガードインターバルが前記第２の相補シーケンス（Ｂ）から定義
されている場合には、前記少なくとも１つのガードインターバルは前記Ｌ個のシーケンス
の第２のバーストの開始部又は終了部のいずれかに配置されることを特徴とする、請求項
２７に記載の送信機。
【請求項２９】
　前記一組のＩ個の重み付け符号は、高速変換が得られ得る一組の直交符号であることを
特徴とする、請求項２７～２８のいずれか一項に記載の送信機。
【請求項３０】
　各重み付け符号はアダマール符号であることを特徴とする、請求項２９に記載の送信機
。
【請求項３１】
　各重み付け符号はフーリエ符号であることを特徴とする、請求項２９に記載の送信機。
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【請求項３２】
　前記重み付け符号には、同じスクランブル符号が乗算されることを特徴とする、請求項
２９～３１のいずれか一項に記載の送信機。
【請求項３３】
　前記送信機は、前記信号が送信される複数のアンテナを装備し、
　同じ信号が、前記アンテナのそれぞれから、わずかに異なる時間遅延で送信される
ことを特徴とする、請求項２７～３２のいずれか一項に記載の送信機。
【請求項３４】
　受信信号フレームを時間同期及び場合により周波数補正するように意図される、電気通
信システムの受信機であって、
　前記受信機は、それぞれ前記信号フレームを受信するように意図される、少なくとも１
つのアンテナを装備し、
　前記受信機は、
　前記少なくとも１つのアンテナのそれぞれについて、前記アンテナ（複数可）によって
受信中の信号から少なくとも１つの結果ストリームを得るための手段（ＲＳＭ）であって
、
　　　前記手段（ＲＳＭ）は、
　　　前記受信信号の時間遅延されたバージョンを計算するための、少なくとも１つの時
間シフタ（ＴＳＶ）と、
　　　前記受信信号の前記時間遅延されたバージョンを、前記一対の相補シーケンス（（
Ａ，Ｂ））のうちの前記第１の相補シーケンス（Ａ）の複製と相関させるための、少なく
とも１つの第１の相関器（ＦＣＳ１）と、
　　　前記受信信号の前記時間遅延されたバージョンを、前記一対の相補シーケンス（（
Ａ，Ｂ））の第１の相補シーケンス（Ａ）の複製と相関させるための、少なくとも１つの
第２の相関器（ＦＣＳ２）と、
　　　前記第１の相関ストリーム及び前記第２の相関ストリームからの結果ストリームを
形成するための、少なくとも１つの相関ストリーム結合器（ＳＡ）と
　を含む、手段（ＲＳＭ）と、
　前記少なくとも１つの結果ストリームのそれぞれについて少なくとも１つの出力ストリ
ームを得るための、結果ストリーム結合器（ＲＳＣ）と、
　前記少なくとも１つの出力ストリーム又は前記出力ストリームの少なくとも１つの結合
したものから、一時刻において、少なくとも１つの判定値を計算するための手段（ＤＶ）
と、
　前記少なくとも１つの判定値を最大にするための手段（ＤＶＭ）と
を含むことを特徴とする、受信機。
【請求項３５】
　前記少なくとも１つの第１の相関器及び第２の相関器（ＦＣＳ１、ＦＣＳ２）は拡張ゴ
ーレイ相関器であることを特徴とする、請求項３４に記載の受信機。
【請求項３６】
　同じ相補シーケンスに関係する第２の相関ストリームのパルスの位相を、所定の周波数
オフセット値に関係する定数値だけ周波数補正するための手段（ＣＦＭ１）も含むことを
特徴とする、請求項３４又は３５に記載の受信機。
【請求項３７】
　所定の周波数オフセット値に関係付けられている傾きで線形に増加する値だけ、前記受
信信号の各パルスの位相を補正するための手段（ＣＦＭ２）を含むことを特徴とする、請
求項３４又は３５に記載の受信機。
【請求項３８】
　一出力ストリームに関係する、一時刻において計算された判定値は、前記時刻において
評価された、前記一出力ストリームのノルムを２乗したものであり、
　複数の出力ストリームの結合したものに関係する、一時刻において計算された判定値は
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、前記時刻において評価された、前記結合された出力ストリームのノルムを２乗したもの
である
ことを特徴とする、請求項３４～３７のいずれか一項に記載の受信機。
【請求項３９】
　一出力ストリームに関係する、一時刻において計算された判定値は、前記出力ストリー
ムの前記時刻におけるエネルギーを、それぞれ前記時刻の前及び後で定義される２つの時
間間隔にわたって平均化した前記出力ストリームのエネルギーによって除算した比により
定義される、相関メリット係数であり、
　複数の出力ストリームを結合したものに関係する、一時刻において計算された判定値は
、前記複数の出力ストリームを結合したものの前記時刻におけるエネルギーを、それぞれ
前記時刻の前及び後で定義される２つの時間間隔にわたって平均化した前記複数の出力ス
トリームを結合したもののエネルギーによって除算した比により定義される、相関メリッ
ト係数である
ことを特徴とする、請求項３４～３８のいずれか一項に記載の受信機。
【請求項４０】
　前記結果ストリーム結合器（ＲＳＣ）は、所与の時刻において、結果ストリームを重み
付け符号に関係するパルスの櫛と相関させるようにそれぞれ意図される、一群の相関器（
ＣＯｊ）であることを特徴とする、請求項３４～３９のいずれか一項に記載の受信機。
【請求項４１】
　前記一組のＩ個の重み付け符号は、高速変換が得られる一組の直交符号であり、
　前記結果ストリーム結合器（ＲＳＣ）は、前記高速変換によって、Ｎ個の位置だけ互い
に隔てられた結果ストリームのＬ個のパルスを処理するための手段を含む、請求項３４～
３９のいずれか一項に記載の受信機。
【請求項４２】
　前記結果ストリーム結合器（ＲＳＣ）は、前記結果ストリームの、互いにＮ個の位置だ
け隔てられたＬ個のパルスのエネルギーの合計の平方根を、一時刻において計算するため
の手段を含むことを特徴とする、請求項３４～３９のいずれか一項に記載の受信機。
【請求項４３】
　前記Ｉ個の重み付け符号のそれぞれの第１の成分に続く（Ｌ－１）個の成分のそれぞれ
は、その第１の成分とは異なって符号化され、
　前記信号フレームは、場合によっては周波数補正され、
　前記最大の判定値から得られ、且つ、前記少なくとも１つのアンテナのそれぞれに関係
する、単一の結果ストリームの互いにＮ個の位置だけ隔てられたＬ個のピークが考慮され
、
　前記Ｌ個のピークの最初のものは、前記信号フレームが時間同期される時刻に位置し、
　前記受信機は、前記受信信号フレームによって運ばれた前記重み付け符号のランクｑの
成分のソフト推定値を、重み付け値によって、前記少なくとも１つの単一の結果ストリー
ムのランクｑの前記位相回転補正及び振幅補正されたピークの合計の積から得るための手
段を含む、重み付け符号取り出し器（ＷＣＲ）をさらに含むことを特徴とする、請求項４
２に記載の受信機。
【請求項４４】
　前記受信機は、前記少なくとも１つのアンテナのそれぞれについて得られた少なくとも
Ｐ個の傾き推定値の重み付け平均から得られる傾きで、線形に増加する値によって、受信
信号フレームの各パルスの位相を補正するための手段をさらに含み、
　前記Ｐ個の傾き推定値のそれぞれは、前記Ｐ個のパス係数の１つの振幅を２乗したもの
の推定値によって重み付けされ、
　前記平均の前記重み付け値は、前記Ｐ個のパス係数の振幅を２乗したものの合計である
ことを特徴とする、請求項３４～４３のいずれか一項に記載の受信機。
【請求項４５】
　信号フレームに含まれる同期シーケンス（ｘｉ（ｋ））から前記信号フレームを同期さ
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せるようになっている受信機へ、電気通信システムの送信機から送信される、信号フレー
ムであって、
　前記同期シーケンス（ｘｉ（ｋ））は、Ｌ個の相補シーケンスの第１のバースト及び第
２のバーストを連結することによって形成され、
　前記Ｌ個のシーケンスの第１のバーストは、一対の相補シーケンス（（Ａ，Ｂ））の第
１のＮ個のパルスの相補シーケンス（Ａ）をＬ回連結することによって得られ、
　前記Ｌ個のシーケンスの第２のバーストは、前記一対の相補シーケンスの第２のＮ個の
パルスの相補シーケンス（Ｂ）をＬ回連結することによって得られ、
　前記Ｌ個のシーケンスの第１のバーストのランクｑの各相補シーケンス（Ａ）の前記パ
ルスには、前記受信機によって前もって知られている一組のＩ個の重み付け符号に属する
Ｌ個の成分の長さの重み付け符号（ＭＣｉ）のランクｑの成分が乗算され、
　前記Ｌ個のシーケンスの第２のバーストのランクｑの各シーケンスの前記パルスには、
前記重み付け符号（ＭＣｉ）のランクｑの同じ成分が乗算される
ことを特徴とする、信号フレーム。
【請求項４６】
　前記同期シーケンス（ｘｉ（ｋ））は、前記第１の相補シーケンス又は前記第２の相補
シーケンスのいずれかのＷビット長の巡回拡張部によって定義される、少なくとも１つの
ガードインターバルをさらに含み、
　前記少なくとも１つのガードインターバルが前記第１の相補シーケンス（Ａ）から定義
される場合には、前記少なくとも１つのガードインターバルは前記Ｌ個のシーケンスの第
１のバーストの開始部又は終了部のいずれかに配置され、
　前記少なくとも１つのガードインターバルが前記第２の相補シーケンス（Ｂ）から定義
される場合には、前記少なくとも１つのガードインターバルは前記Ｌ個のシーケンスの第
２のバーストの開始部又は終了部のいずれかに配置される
ことを特徴とする、請求項４５に記載の信号フレーム。
【請求項４７】
　前記重み付け符号（ＭＣｉ）は、一組のＩ個の重み付け符号に属し、
　前記一組のＩ個の重み付け符号は、高速変換が得られる一組の直交符号であることを特
徴とする、請求項４５又は４６に記載の信号フレーム。
【請求項４８】
　前記重み付け符号には同じスクランブル符号が乗算されることを特徴とする、請求項４
５～４７のいずれか一項に記載の信号フレーム。
【請求項４９】
　電気通信システムであって、
　請求項２７～３３のいずれか一項に記載の少なくとも１つの送信機を含み、
　前記少なくとも１つの送信機は、前記電気通信システムの少なくとも１つの受信機へ信
号フレームを送信するように意図される、電気通信システム。
【請求項５０】
　前記少なくとも１つの受信機が、請求項３４～４４のいずれか一項に記載のように規定
されることを特徴とする、請求項４９に記載の電気通信システム。
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